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研究成果の概要（和文）：スペイン語履修学生の学習動機、学習スタイル、ストラテジー等の調

査を通じ、授業へ用意するもの等について具体的な提案の用意が整った。さらに、学習のめや

すについて、より広く利用されるための記述の仕方についてより具体的な提示を考案し、個々

のテーマについてその記述方法に基づいて検討してきた。 

 
研究成果の概要（英文）： We have completed a survey of the motivations, learning styles, 

and strategies of university Spanish learners for the purpose of proposing standards for 

Spanish language teaching, as well as elaborating materials and activities for the 

classroom.,  
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１．研究開始当初の背景 

(1) 日本におけるスペイン語教育は、様々な

教科書が出版され、おのおのの教員がそれぞ

れの方法に従った教育が行われてきていた。

従って、大学でのカリキュラムを終了しても

到達の程度がどのくらいをはかる共通の指

針がなかった。 

(2) しかしながらスペイン語教員のなかでは、

スペイン語教育の改善の必要性を訴える声

が大きくなり、関東、関西でスペイン語教育

の研究会が始まり月 1 回程度の勉強会、読書

会が始まり、教育への関心が高まりつつあっ

た。 

(3) 韓国語、中国語では主に高等教育におけ

る学習についてコミュニケーションを中心

とする学習のためのめやすの策定作業がす

すんでいた。 

(4) 一方、ヨーロッパでは Council of Europe 

より外国語の学習、教授、評価のためのヨー

ロ ッ パ 共 通 参 照 枞 (Common European 

Framework of Reference for Languages: 

Learning, teaching, assessment) が出版さ

機関番号：３２６８３ 

研究種目： 基盤研究（C） 

研究期間： 2009～2011 

課題番号： 21520600 

研究課題名（和文） 日本におけるスペイン語学習のめやす策定の試みー大学第二外国語を 

 考慮してー 

研究課題名（英文） A Project to establish standars for Spanish learners in Japan –In  

 consideration of the second foreign languate at University 

研究代表者  

  大森 洋子（OMORI HIROKO） 

明治学院大学・教養教育センター・教授 

 研究者番号：６０２３３２７７ 



 

 

れ、主にヨーロッパ言語教育について統一基

準が示され、外国語教育の到達目標をより明

示的にしようということが外国語教育にお

いて大きな課題としてしめされた。 

 

２．研究の目的 

 スペイン語について日本人学生の特質を

理解しながら、主に第 2 外国語として学ぶス

ペイン語教育の一つの基準を示すことを目

的とした。 

(1) 第 1 に学生の興味あるテーマごとにコミ

ュニケーション目的を明示すること、それぞ

れの文法的構造、学習語彙、文化的理解の必

要な項目、語用論的に必要なことを先ずは入

門、初級者レベルについて明らかにし、授業

例とともに提示することを目的とした。 

(2) 初級教材などの調査を通じて、初級レベ

ルに必要とされる語彙、文法項目等について

レベルを明示して提示する。 

(3) 大学入学以前に行われているスペイン語

教育（主に高等学校でのスペイン語教育）に

ついて調査し、今後の高大連携の可能性を探

る。 

 

３．研究の方法 

(1) 学習者のニーズ分析を行う。日本の大学

でスペイン語を学ぶ学生についてスペイン

語学習動機、日常における使用の頻度、学習

に期待すること、および外国語を学ぶ方法、

ストラテジーなどについて調査し、専攻学生、

非専攻学生などの特徴をつかむ。 

(2) 高校でのスペイン語教育の動向をつかみ、

大学でのスペイン語教育の改善のヒントを

得る。高校教員との交流、積極的に高大連携

の方法を模索するケースなどについて調査

を行った。 

(3) 学習のめやすーについてはそれぞれのテ

ーマごとに、コミュニケーション機能、文法

内容、学習語彙、関連する文化的項目につい

て月に 1 回程度の検討会を行うとともに、ス

ペイン語学研究会などの発表の場を利用し、

ワークショップを行い、意見交換を行った。 

(4) スペインから研究者を招聘し、スペイン

での教育研究の動向についての研究、意見交

換の場を持った。 

(5) 初級教材における語彙、文法項目の提示

について調査するためにコーパスを準備し

た。 

(6) 以上を総括するために、研究論集の出 

版を計画した。 

 

４．研究成果 

(1) 日本における 40 大学、3600 名程度の学

習者のデータが集まり、それに基づいて分析

を行い、報告書にまとめた。 

 ①学習者のコミュニケーションの為の外

国語学習志向が観察された。学習者の目的が

スペイン語圏に行って実際に現地の人との

コミュニケ−ションすることなどを好み、ま

た学習の目的も会話ができるようになると

いう項目が高い値を得た。 

 ②学習スタイル、学習ストラテジー、教室

活動等については、従来の外国語教育スタイ

ルをより好んでいる。 

 ③学習者の学習スタイルは教員が実際に

教室で受ける印象とは必ずしも一致してい

ない。(例えば、読む作業を行う際にはまず辞

書を使わずに、全体の意味を把握するように

つとめる、など) 

 これらの結果は、今後さらに項目を絞って

大学での学習とともにどのように異なって

いくかを図っていく。また今後国内の他の言

語教育の専門家たちの意見交換も行ってい

く予定である。 

(2) 高等学校におけるスペイン語教育につい

て実態がどのようになっているのかについ

て集会を行い、お互いの活動について意見交

換を行った。高等学校における学習意欲のあ

る学生の学習の継続についてどのようにし

たらよいか、また大学におけるスペイン語教

員の養成について具体的な方策がないのか

について現状報告が行われた。発表された問

題点についてワークショップ等を開いて、よ

り具体的な高大連携の方法について考えて

いく。 

(3) 特に、語用論的項目についてワークショ

ップを行い（2011 年９月）、初級レベルにお

いて、項目ごとに取り上げる項目は少ないと

は言え、挨拶表現、２人称の二つの形、代名

詞、ダイクシスなどについては初級からの教

育が必要であることを確認し、それぞれ具体

的にどのような活動があるかを検討した。 

(4) スペイン語教育における語用論的な要素、

文化項目の扱い方などについて、さらに日本

の教室における問題点を取り上げ、どのよう

な解決策があるかについて意見交換をおこ

なうことで、日本における外国語教育の活動

についてより活発な交流が行えるようにな



 

 

った。 

(5) 日本人学生の発音、アクセント、イント

ネーションの問題についてもワークショッ

プを行い、実例を用いてどのような問題があ

るのかを把握し、さらにそれを解決するには

どのような方法があるかについての議論を

行った。発音指導について関心を深めた。 

(6) スペイン語教育における様々な問題点に

ついては、１つの論文集にまとめて発表した。 
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